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正極 負極 理論エネルギー密度

（1/2の値）

BiF3(302 mAh/g) Ce (574 mAh/g) 200 Wh/kg@2V
250 Wh/kg@2.5 V

Cu(844 mAh/g) MgF2(879 mAh/g) > 500 Wh/kg@2.5 V

フッ化物（M1Fm）

M1

F-

金属（M2）

M2Fn
正極活物質の開発

負極活物質の開発

電解質の開発
・固体電解質
・溶媒
・アニオンアクセプター

フッ化物シャトル電池
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課題

・高い導電性を有するF－イオン伝導体の開発

・Fーイオン伝導性の乏しい活物質の利用

・高度解析を用いた反応機構の解明
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
・合材電極の最適化

・導電助剤

・バインダー
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高い導電性を有するF－イオン伝導体の開発

・金属フッ化物/Glyme系電解液

・複合塩/ラクトン系電解液

・柔軟性イオン結晶

・ポリマー電解質

・固体電解質
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Cu + 2F− → CuF2 + 2e−

CuF2 + 2e− → Cu + 2F−

CTheoretical

Fーイオン伝導性の乏しい活物質の利用

柔軟性結晶を利用したCuF2正極の充放電曲線
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合材電極を工夫したフッ
化アルミニウム電極の
充放電特性

Fーイオン伝導性の乏しい活物質の利用

ラクトン系電解液を利用したAlF3電極の充放電特性
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(1) 金の場所
(電解液)

(1)金の場所
(電解液)

(1) 暗い領域

(4) 暗い領域

(7) 暗い領域

o-BiF3

Bi

h-BiF3

CsF(0.45M)
-FBTMPhB (0.5M)-G4

o-BiF3/GoldWE

PbCE

電圧の変化

高度解析を用いた反応機構の解明（１）

“その場“ラマン分光法の利用
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(1)

(2)

(3)

(4)

(4)

(5)

(6)

(7)

0.7V

0.35V

0.15V

0.05V

0.05V

0.4V

0.6V

0.6V

脱フッ化 フッ化

BiF3電極の反応機構
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成果のまとめ

・高い導電性を有するF－イオン伝導体の開発
→10-6～10-2 S/cmを有する伝導体を開発した
・Fーイオン伝導性の乏しい活物質の利用
→Cu、Al電極の開発が可能となった
・高度解析を用いた反応機構の解明
→フッ化物電極の反応機構を一部解明できた
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
継続課題

・合材電極の最適化
・導電助剤
・バインダー


